























































































































































































橘川  俊忠（非文字資料研究センター  副センター長／研究班代表） 　
対馬調査の課題と展望―持続と変容の諸相を探る�
個�別�共�同�研�究�
　対馬は、日本列島と朝鮮半島の中間に位置し、大陸と
の交流の接点として古くから独特の文化を育んできた地
域である。また、近代以降、国境にある地域として第2次
大戦まで軍事的観点から要塞地域として特殊な扱いを受
けてきた。戦後、九学会（最初は八学会）が連合調査を
企てたとき、その第一番目の調査地に選ばれたのも、そ
の特殊性の故であった。民俗・社会・文化・自然などあ
らゆる面で近代科学による調査の処女地であり、古い文
化の層が手つかずのままで残っていることが予想された。�
　日本人類学会・日本言語学会・日本考古学会・日本宗
教学会・日本民族学協会・日本民俗学会・日本社会学会・
日本心理学会および日本地理学会（二年目から参加）の
九つの学会による対馬総合調査は、1950年と1951年の
二回にわたって行われた。その結果は、『対馬の自然と文
化』（九学会連合対馬共同調査委員会編・古今書院刊）と
いう報告書としてまとめられている。われわれが出発点
とするのは、この九学会による総合調査とその結果とし
ての報告書である。�
　この九学会の調査は、複数の専門を異にする学会が、
一つの地域を対象にして総合的に調査した初めてのケー
スであるという点で画期的であったばかりではなく、そ
の後の対馬の地域研究にとっても決定的な意味を持った。
その理由の一つは、この調査では、調査者がいうインテ
ンシブな方法がとられ、一つの地域に集中的かつ総合的
な調査が行われ、その記録が報告書に収載されていると
いうことである。その場合、地域というのは、日本全体、
あるいは東アジアの中での対馬という地域と、対馬の内
部の「集落」単位の地域という二重のレベルで設定され
ていた。そして、対馬内部の地域性を考慮して、集落は
北部・中部・南部から三つの集落が特に選ばれ、その三
つの集落についてのかなり詳細な記録が残された。今か
ら約60年前の記録を、研究としてどう生かせるのかを検
討しようというのが、本研究プロジェクトの課題であり、
出発点である。�
�
�
　一般に社会は、よほど孤立していない限りは、時間の
経過とともに変化していく。しかし、その変化の跡を一
つの集落に視点を据えて詳細に跡付ける研究は案外少な
い。時間の経過にしたがってその変化の跡を記述すると
いうのは、歴史学という学問であるが、歴史の記述は多
くの場合、より大きな単位でなされる。人類、国家、県、
市町村などの単位である。そして、研究者の関心は、よ�
対馬調査の出発点�
持続と変容�
